
書式第12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

度年′０
日
日

栞
「

〈
「 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 セプンスピリット

1事業の成果

当事業年度は新規のプロジェクトを行わず、以前から継続してきた事業の基盤を固める 1年となつた。引き続き学生を

対象とした貫困問題の広報事業、また学生有志のオーケストラプロジェクトを行いつつ、メインとなる貫困地域の子どもた

ちを対象とした音楽・スポーツ教育支援を行った。特に音楽教育に関しては、設立当初から通つていた子どもたちが大学

へ進学したり、社会に羽{詳こいたこともあつて、新しい世代の子どもたちに入れ替わりが進んでいる。設立から 10数年行

つてきた活動をさらに精査し、今後は新世代の子どもたちへの教育支援に活かしていきたい。

2事 業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業買の総費用【 14′ 229】 千円)

(2)その他の事業

定款に記載
された

事業名
事業内容 日時 場所

従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業員
(千円)

被災した子ども
等を対象にした
ふれあい・交流
促進事業

台風等の被害にあい、家を失つた
子どもたちを対象とした交流活動
を行い、物質的、また精神的な面
での支援を行う。

随時
フィリピン・

セブ島
0名

セブ島の貧

困地 域 に

住む子ども

たち

0名 0

災書被災地域
や貧困に苦しむ
地域等の子ども
達に対する生活
支援・教育支援
事業

貧困地域の子どもたちを対象とし
た、音楽・スポーツを通した教育
支援を行う。

随時
フィリピン・

セブ島
15名

セブ島の貧

困 地 域 に

住む子ども

たち

約 200名 3′ 373

貫困問題等の
研究・調査及び
それらの広報事
業

主に日本の学生を対象に、フィリ
ピンの貫困問題を知つてもらい、
課題を解決するための広報活動
を行う。

随時
フィリピン・

セブ島
15名

セブ島を訪

れる日本人
約 500名 0

同じ目的を持つ
た他の NPO法
人及び団体を支
援する事業

日本の学生有志がセブ島各地の
学校で無料演奏会を行い、音楽
教育への足がかりをつくる

随時
フィリピン・

セプ島
20名

セブ島の学

校に通う生

徒たち

約 1,000名 10′ 856

なし



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 6年度 活動計算書 (その他事業がない場合 )

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 セブンスピリット

(単位 :円 )

1 受取会資

正会員受取会費

賛動会員受取会費

2′ 017′ 045

1 917 045
100′ 000

2受 取寄附金
尋金

112,570
112′ 570

3受取助成金等

受取補助金

4事業収益

貫困問題等の研究・調査・広報事業

NPO法人及び団体支援事業

16′ 049′ 533
1′434′ 023

14,615.510

A

260
260

18 179常 収 益 計

5その他の収益

受取利息

【B 経 費 用

1

(1)人件費

給料手当

福利厚生費

(2)そ硫 経費

業務委託賣

寄付金

備品購入貢

広告宣伝賣

旅費交通費

雑賃

14′ 229′934
1,652′ 473

12′ 378′493
125,991
15′840
53′438

3′ 699
14 29 934

(1)人件費

イ登員報酬

法定福利費

898,964
744′ 000
154 964

(2)その他経費

寄付金

広告宣伝費

旅費交通費

交際費

通信費

諸会賢

支払手数料

地代家賃

租税公課

支払報酬料

雑費

支払利息

3,956,366
2′415′ 000

255′635
488′ 126
41′481

815
2,200

188′ 110
63.360

812
451′ 000
33.291
16′ 536

管理費計 4 55 330
経 常 費 用 計 19 085 264

‐925ェ旦56当 期 経 常 増 減 額 【A】 ―【B】 … ①

外 収 益 計

C

経

(D

経 常 外 費 用 計

常 外 費 用

0

当 期 経 常 外 増 減 額 【C】 ―【D】 … ②
‐905,356

法人税、住民税及び事業税 ・¨④
前期繰越正味財産額 ・¨C

0
-3′005,428

税  弓| 当 期 正 味 +

十 -3 911 284

|

|



令和 6年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 セブシスピリット

(単位 :円 )

′」ヽ言十・

5′ 329′ 022
5′ 329′ 022

(2)無形固定資産

A

ｎ

）

ｎ

）

0

金  額

5 329 022

1 流動資産

産 の 部

流動資産合計 ・・・①

(1)有形固定資産

現金預金

棚卸資産

2 固定資産

【A】 資 産 合 計 ①+② 5,329,022

6′ 744′ 306

2′ 496′ 000

の

+

④

9 240 306

16 844
6 744 306

B-1

長期借入金

2′ 496′ 000

固定負

2固 定負債

流動負債合計

1流 動負

43′ 062
6′ 684′400

負 債 合 計

未払金

前受金

預り金

-905 856
-3 911 284

-3′ 005′ 428
【B-2】 正 味 財 産 の 部

正 味 財 産 合 計

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 5′ 329′ 022

書式第 15号 (法第 28条関係 )



書式第 16号 (法第 28条 関係 )

令和 6年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人セブンスピリット
重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法 人会計

基準協議会){こよつています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産はございません

(2)固定資産の減価償却の方法

固定資産はございません

(3)引 当金の計上基準

引当金はございません

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

施設の提供等の物的サービスはございません。

(5)消費税等の会計処理

消費税の会計処理は、税込方式によつています。

2.事 業別損益の状況 (単位 :円 )

科 目 生活・教育支援事業 N'0法人 .団体支援事業 事業部門計 管理部門

`ざ

言十

I 経常収益

1.受取会費

2.受取寄附金

3.受取助成金等

4.事業収益

5.その他収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

役員報酬

法定福利費

人件費計

(2)その他経費

業務委託費

寄付金

備品購入貢

広告宣伝買

交際費

旅費交通費

通信費

消耗品費

新聞図書貢

諸会費

支払手数料

地代家賃

租税公課

支払報酬料

雑費

支払利息

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

1′ 150′ 227
11′257

191′ 705

1′434,023 14′ 615′ 510

1,341′932
11′257

16′ 049′ 533

675′ 114
101,313

260

2′017,045
112′570

16′ 049′ 533

260
1′ 161′484 1′625,728 14′ 615′ 510 17,402′722 776′ 687 18′ 179,408

3′ 320′ 000

53′438

3′ 373′ 438

1′ 652′ 473
9′ 058′ 493

125′991
15,840

3′699

10′ 856′ 496

1′ 652′ 473
12′ 378,493

125′991
15′840

53′438

3 699

14′ 229′ 934

744′ 000
154′964
898′ 964

2′ 415,000

255′ 635
41,481

488,126
815

2′200
188′ 110
63′ 360

812
451′ 000
33′ 291
16′ 536

3′ 956′ 366

744′ 000
154′964
898′ 964

1,652′ 473
14′ 793′ 493

125,991
271,475
41′ 481

541,564
815

2,200

188,110
63,360

812
451′ 000
36′990
16′536

18′ 186′ 300
3′ 373′ 438 10′ 856′ 496 14′ 229′ 934 4′ 855′ 330 19,085′ 264

11′ 54 -905′ 856-4.078,641



つ
つ

4

ｒ
Ｄ

施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

施設の提供等の物的サービスはございません。

使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等はございません。

固定資産の増減内訳

固定資産の増減はございません。

6.借 入金の増減内訳

(単位 :円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引はございません。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事

項

。事業資と管理費の按分方法

賛助会員受取会費と受取寄付金の技分は、従業員の事業の従事割合によつて投分しております。

・ その他の事業に係る資産の状況

4寺になし

フ

′

（
０

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

長期借入金

合計

2′ 880′ 000 384′ 000 2′496′ 000
2′ 880′ 000 384′ 000 2,496′ 000



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 6年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 セブンスピリット

単位 :円 )

金

5,329′ 022

棚卸資産

未収金

18 383
5′ 310′ 639

現金預金

手元現金

みずほ銀行普通預金

西武信用金庫普通預金

流動資産合計 5′329,022

A の

(2)無形固定資産

(3)

2固 定資産

(1)有形固定資産

【A】 資 産 合 言十①十② 5′ 329′ 022

2′ 496′000

の

16 844
6 744 306

43 062

6 684 400
預り金

社会保険料・源泉所得税

流動負債合計 ・・・③

B-1
1 流動負債

前受金

オーケストライベント費用前受金

長期借入金

日本政策金融公庫 借入金

未払金

クレジットカート

2固

【B-1】負 債 合 計 ③+④ 9′ 240′ 306

【B-2】正 味 員オ産1合 言十 【A】 ―【B-1】 -3′ 911′ 284

聾

|

:



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和6年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並びにこれら

の者についての前●彙年度における報日の有無を2●した名簿)

特定非営利活動法人 セプンスピリット

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

日以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

日各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2役員一覧

役 名

どちらかにO

(フリガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)氏   名

1 ○理事・監事

タナカヒロアキ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日

令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日田中 宏明

2 O理事・監3
リカイタツヒロ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日

年  月  日

年  月  日酒丼 達弘

3 ○理事・監事

ゴシマケイスケ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日

年  月  日

年  月  日五島 慶介

4 理事・○監事

八ネダヨシノブ 令和6年 1月 1日

令和6年 12月 31日

年  月  日

年 月 日羽田 嘉伸

5 理事・監事

年  月 日

日月年

年  月  日

年  月  日

6 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

7 理夢・監事

年  月  日

月年

年  月  日

年  月  日

8 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

9 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

10 理事・監事

年1 月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条。第 28条関係 )

設立・事業報告用

ネ土員 名 簿  (社員のうち10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 セブンスピリット

氏  名

1

田中 :宏明

2

酒丼 達弘

3

五島 慶介

4

田中 政則

5

田中 千奈美

6

田中 恵美子

7

真武 亮平

8

末広 学

9

相原 功

10

鈴木 睦生

11

12




